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高濃度アルコール含有燃料による
燃料系腐食状況

－本田技研工業(株)－
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ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰﾊﾟｲﾌﾟの腐食状況 数値は緩みﾄﾙｸ
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腐食は全てメネジ側のみで、オネジ先端部に相当する部位、及びシーリングワッシャー
座面近傍の腐食が著しい。



正常品ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰﾊﾟｲﾌﾟ

無鉛ｶﾞｿﾘﾝのみ走行：走行距離 34000km
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腐食発生車の様な腐食は認められない。



腐食生成物の分析結果
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異物からは、主成分としてア
ルミ、酸素、炭素が検出され
た。
これは、アルミとアルコールの
反応生成物であるアルミ酸化
物又は水酸化物であると考え
られる。
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